
安
倍
首
相
は
２
０
１
６
年
１
月
22
日
、
通
常

国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
、
「成
長
と
分
配

の
好
循
環
を
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
実
態
は
大
企
業
・

大
株
主
は
大
儲
け
、
他
方
で
格
差
と
貧
困
は

拡
大
し
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
３
年
間
で

大
企
業
の
役
員
報
酬
は
８
～
10
％
増
、
大
株

主
は
１
・４
倍
の
大
儲
け
で
す
。
一
方
、
貯
蓄

ゼ
ロ
世

帯

は
４
６
６
万

人
増
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア

は
２
０
１
５

年
で
10

年

連
続
増
え

続

け
、
年

収
１
０
０
万

円
以
下
は

３
年
連
続
で
４
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
の
「雇
用
増
加
」と
胸
を
張
る
デ
ー

タ
ー
は
、
大
企
業
１
万
２
０
０
０
社
中
の
わ
ず

か
３
１
４
社
の
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「果
実
」は

庶
民
に
は
届
か
ず
、
一
部
の
富
裕
層
に
「
滴

り
落
ち
た
」だ
け
で
す
。

２
０
１
６
年
９

月
26
日
、
安
倍

首
相
は
「
介
護

離

職

ゼ
ロ
」
、

「
希
望
出
生
率

１
・
８
」
の
２
つ
の

「
的
」
を
射
抜
く

た
め
「
戦
後
最

大
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０

０
兆
円
」と
い
う
、

も
う
一
つ
の
「的
」

を
掲
げ
ま
し

た
。そ

の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト

を
「
世
界
の

真
ん
中
で
輝

く
日
本
の
未

来
」
、
「
一
億

総
活
躍
」
を

掲
げ
る
と
と

も
に
「
す
べ
て

の
女
性
が
輝

く
社
会
づ
く

り
」
「
誰
も
が

将
来
に
夢
や

希
望
を
持
っ

て
頑
張
れ
る

日
本
」
、
「
誇

り
あ
る
日
本

を
取
り
戻
す
」

と
美
辞
麗
句

が
ぎ
っ
し
り
。

し
か
し
、
日

本
の
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
半
分
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
公
的
負
担
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
６
カ
国

中
で
最
低
、
１
人
親
世
帯
の
貧
困
率
は
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
。
馬
の
鼻
先
に
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら

下
げ
る
よ
う
な
安
倍
首
相
の
政
策
は
す
で
に

馬
脚
が
現
れ
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
、
来
年
も
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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生
活
も
希
望
も
右
肩
下
が
り
、
こ
の
ま
ま
年
越
し
で
す
か
？

２
０
１
２
年
12
月
24
日
に
発
足
し
た
第
三
次
安
倍
内
閣
は
今
年
８
月
３
日
に
２
回
目
の

内
閣
改
造
を
行
い
、
今
月
で
歴
代
６
位
・１
８
０
３
日
の
中
曽
根
康
弘
内
閣
を
抜
く
長
期

政
権
と
な
り
ま
す
。
安
倍
内
閣
は
、
当
初
掲
げ
た
「３
本
の
矢
」で
「雇
用
は
増
え
、
給
料
は

上
が
り
」も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な
い
と
し
、
今
年
１
月
に
は
「新
３
本
の
矢
」に
模
様
替
え
。
こ

の
間
、
安
倍
首
相
は
雇
用
や
賃
金
な
ど
基
礎
的
デ
ー
タ
ー
を
都
合
良
く
解
釈
し
、
「日
本

は
、
よ
う
や
く
新
し
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
自
画
自
賛
。
こ
れ
と
は
裏
腹
に
、

庶
民
生
活
は
右
肩
下
が
り
、
夢
も
展
望
も
な
く
年
を
越
し
そ
う
で
す
。

ウソと詭弁の安倍内閣 歴代６位の長期政権に

ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

都
合
が
良
い
デ
ー
タ
ー
を
創
り
演
説

新
た
な
３
本
の
矢
で
「
一
億
総
活
躍
」

「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
」
？

（出展図：月刊誌『KOKKO』編集者・井上伸のブログより引用）

安倍

首相！



年
金
制
度
は
、
基
本
的
に
は
「賦
課
方
式
」で

制
度
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
役
世
代
が
支
払
っ

た
保
険
料
が
、
高
齢
者
の
年
金
受
給
者
の
支

払
の
原
資
に
な
り
、
こ
れ
が
社
会
の
基
本
サ
イ
ク

ル
と
し
て
運
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

政
府
が
提
案
し
て
い
る
国
民
年
金
の
改
革
法

案
は
、
「少
子
高
齢
化
で
の
現
役
世
代
の
負
担

の
軽
減
」と
説
明
し
、
改
革
案
は
「物
価
変
動
率

が
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
を
上
回
る
と
き

は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
を
基
準
と
す
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
年
金
を
支
払
う
側
か
ら
見
る

と
、
物
価
も
賃
金
も
下
が
っ
た
場
合
は
、
賃
金
の

下
落
に
応
じ
て
年
金
支
払
額
も
下
が
り
、
物
価

が
上
が
っ
て
、
賃
金
が
下
が
っ
た
場
合
で
も
、
賃

金
の
下
落
に
応
じ
て
年
金
支
払
額
も
下
が
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
は
年
金
を
支
払
う
側
か
ら
す

る
と
肯
定
的
な
提
案
で
し
ょ
う
。

し
か
し
今
度
の
「改
革
法
案
」は
、
耳
当
た
り
が

い
い
一
部
分
の
大
義
名
分
で
し
か
な
く
、
真
の
目

的
は
年
金
給
付
額
の
徹
底
的
な
削
減
で
す
。

こ
の
「改
革
法
案
」は
、
年
金
を
受
け
取
る
側

か
ら
す
る
と
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
４

年
に
年
金
制
度
改
革
が
さ
れ
、
２
１
０
５
年
ま
で

の
「１
０
０
年
安
心
」プ
ラ
ン
で
収
支
を
均
衡
さ
せ

る
と
し
、
「マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」な
ど
を
導
入

（加
入
者
減
少
、
平
均
寿
命
、
経
済
状
況
を
考

慮
し
た
制
度
）し
ま
し
た
。
厚
労
省
で
は
現
在
満

額
の
基
礎
年
金
受
給
額
を
25
年
後
に
は
５
万

円
程
度
に
減
ら
す
試
算
も
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
本
格
的
に
進
め
る
た
め
、
今
度
の
法
案
で
は

年
金
給
付
額
を
変
動
さ
せ
、
現
在
支
給
さ
れ
て

い
る
年
金
受
給
者
へ
の
給
付
額
の
抑
制
を
２
０
１

８
年
度
か
ら
強
化
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
厚
労
省
は
２
０
１
１
年
に
徹
底
し
た
年

金
給
付
額
の
削
減
の
た
め
に
、
年
金
受
給
年
齢

を
将
来
的
に
68
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
案
を
検
討
し
た
経
緯
か
ら
、
こ
れ
が
い
つ
復

活
す
る
か
予
断
は
許
せ
ま
せ
ん
。

日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
と
な
り
ま
し
た
。

年
金
制
度
で
い
え
ば
、
少
数
の
現
役
就
労
世
代

が
、
多
数
の
高
齢
者
の
年
金
支
給
の
た
め
に
、

少
な
い
賃
金
か
ら
年
金
保
険
料
を
支
払
う
社

会
と
な
り
ま
し
た
。
で
も
考
え
て
下
さ
い
。
少
子

高
齢
化
社
会
の
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
結
婚

で
き
る
賃
金
や
労
働
条
件
が
な
い
社
会
、
結
婚

し
て
も
子
育
て
し
に
く
い
社
会
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

が
当
た
り
前
の
社
会
に
し
、
そ
の
結
果
が
少
子

高
齢
化
の
日
本
な
の
で
す
。
そ
の
第
一
の
責
任

は
歴
代
与
党
の
政
策
に
あ
り
ま
す
。

国
が
支
援
し
て
い
る
福
島
原
発
の
損
害
賠
償
・

廃
炉
費
用
が
、
従
来
の
２
倍
の
20
兆
円
に
膨
ら

ん
だ
と
経
産
省
。
財
務
省
は
２
０
１
５
年
度
の
企

業
の
「内
部
留
保
」は
３
７
７
兆
円
を
超
え
過
去

最
高
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
内
部

留
保
は
、
設
備
投
資
や
賃
上
げ
に
は
使
わ
ず
、

雇
用
拡
大
や
賃
金
に
反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。
徹

底
的
な
税
務
対
策
と
人
件
費
の
削
減
で
大
企

業
・大
株
主
は
大
儲
け
。
軍
事
費
や
対
外
投
資

に
は
金
を
注
ぎ
込
み
、
長
年
働
き
続
け
て
き
た

高
齢
者
の
僅
か
な
年
金
を

更
に
削
る
こ
と
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
公
政
権
を
一
日
も
早

く
打
ち
倒
し
、
根
本
的
な
国

政
転
換
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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２０１６年１２月

「年金制度改革関連法」で年金給付の徹底カットへ
現役世代の

負担軽減を口実に

安
倍
内
閣
の
目
玉
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
案
の
国
会
承
認
と
「
年
金
改
革
法
案
」
で
す
。
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
次
期
大
統
領
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
承
認
を
否
定
し
、
今
や
米
国
抜
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
今
日
、
安
倍
内
閣
は
「
年
金
制
度
改
革
関
連
法
案
」
を
国
会
延

長
を
し
て
ま
で
、
何
が
何
で
も
押
し
通
そ
う
と
や
っ
き
で
す
。

現
役
世
代
に
は
配
慮
？

本
音
は
年
金
制
度
の
大
改
悪

年
金
改
革
は
高
齢
者
抹
殺
計
画

次
第
に
年
金
減
額
の
給
付
金

失
政
の
失
敗
は
高
齢
者
に
？

少
子
化
社
会
は
自
公
の
責
任
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